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未来塾なが＠新聞 i？臼1司
県教委の高校生向けキャリア教育「未来塾

ながの」で昨年 11月17～23日、県内の高校
生46人が韓国を訪れました。首都ソウルを中
山に、ホームステ イ や 学 校 訪 問 な ど を 通 して

同世代と交流した生徒たち 。北信地方の生徒
が書いだ記事を紹介します。
．・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・．． 一．・ ．
韓 国での一週間はとても充

実していてたくさんの出
会いや経験をすることができま
し左。初めは不安もありました
1了、韓国の人が私だちを温か＜ (,¥ 
受け入れてくれ、すぐ｜こその不 つ

安は消えました。日韓関係が悪 か
いと言われる中、メディアから ー
の情報芝け芝と韓国｜こ対して悪 の

いイメージを搭ってしまつだり を5
勘違いしたりしている人も少怠 』
＜怠いと思います。私もそうで 」

し芝、韓国｜こ抵抗があり、偏見 訟
をもっている部分がありました。，

初めてのホームヌテイはとても
緊張しまし芝がすごく素敵怠出
会いでしだ。私のホストファミ
リーは3人兄弟と両親の5人家
族。兄弟のい芯い私lことっては
とても巳ぎやかでうらやましい

家庭でし定。
だったさ一日という短い時間だっ

乏ので、あまり話す時聞はなかつ
だけれど、 25父さんが、合度日本

巴来だいといってくれだのがう

れしかったです。どからぜひ、
日本lこ来定時は長野県｜こぎても

らい、 「お ・も ・て ・怠 ・し」
だけど、実際｜こ自分の日で韓 と

国を見て、友達と話をする中で を
偏見もなく怠り、韓国の人が賂

をしたいとおもいます。 ぜっか ~ ( ι 

くの出会いをこれっきり巴ぜず、 ：；富量国で過ごしだ 1週間IC);、私｜こ ことが分かりましど。日本人と同 ；

き巳怠りまし定。
私がこの研修で一番印象lこ残っ

たことは、ホームステイです。

帰ってきてからも連絡をとって 11~碍とって日本とは違う国の風習 じような顔やスタイルをしていま
これからlこつ芯げていきだいと 11や文化12蝕れる貴重な体験と毛より すがどちらかというと欧米人｜こ近
思いましだの ; ；ましだ。ま芝、報道で伝えられて い雰囲気をもっていると思いまし

（山岸零里・中野西高校2年） l lいるよう怠日本人への敵対意識芯 :ic: だ。ー
: ；どはまった＜感じられず、むしろ 白 煙えめで大人しいと言われるB
j日本人である私だちを心の底から 聞 本人ではあっても、この研修に参

j歓迎してくれていることが率直C I~： 加しだ46人の高校生はとても積極
i伝わり本当巳うれしかったです。 一 的で、自分をアピールすること！こ

今回の訪韓で一番印象深かった 昆 長けていましだ。こうした仲間と
j之とは、な巴より韓国の人々の人 12共lご韓国｜之渡り円滑｜ご交流できた
i柄です。遠慮がちで奥ゆかしいこ し ことは、この先、日韓関係をより
jとを巧む日本人とは遣い、韓国の か 良いもの｜こしていくはずです。日
j人々は明るく積極的で伝えだいこ す 韓双方ガ民族性の違いを理解し、
jとは言葉を濁さず、はっきりと伝 その上で明る＜積極的にコミユ二

iえます。 ケ シヨンをとることが大切だと
また、真乾高校の生徒との交流 思いました。

iや、ホームステイを通じ、肌を触 （曽我部みらい・中野西高校2年）
：れ合うようなスキンシツプガ多い

ー－・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・．－J ・

会笹』校訪問tJホ ムステイで、
"T'"韓国の学校や家庭での生
活を体験した中で、韓国は日本

より進んでいる部分があること
を痛感した。 女

ホームヌテイ先でIC);言葉が伝 吾
わらなくても、ジエスチヤーや 『夕
日本のトランプで遊びながら意 ’レ
患を伝えられることも感じた。 志
一方、ホムステイ先の生徒や 画
その友達｜こ話を聞くと、 「日本 量
の7つ二メ文化｜こはめちゃくちゃ 芸
興味があるJと話してくれた。 品

「ポケモンJtJ「フンピースJ = 
が人気のようだ。日本文化IC);世 "':' 

界で知られているがこれも日韓 f~
関係では大切芯つながりだと私 E」

は思う。
学校訪問では一緒｜こ授業を受

ける形で交流しをが、これは異
文化を肌で体験し、韓国の人の

考え万がわかる機会と怠った。

例えば授業への意欲がものすご
く高＜、手を挙げる人も多い。
また、隣の席の生徒のノートを

見るとぎっしりと書き込んであ
り、予習をしっかり進めている
ことが分かったさ。日本人は真面
目すぎると外国人からは見られ

るようだが、真面目でユーモア
のあるのは韓国人だと感じだ。

合固の訪韓では、すべて中身
の濃い体験をすることができ、

グローパルな視点、で物事を見る
ことができだ。ま芝、日韓の歴

史的背景も忘れてIC);怠ら怠い。
会回の研修をきっかけ巳、さら
巳よを目指す国際人に左よれるよ
う努力していき芝いと身lこしみ
て感じる研修だっ定。

（嶋田裕介・篠ノ井高校2年）
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学 校訪問での交流を通して見え

だ韓国の高校生は積極的で正
直、そして、とても優しかっ芝。廊下を
歩いていれば、だくさんの生徒がそ
れぞれ知っている日本語で声をかけ
てくれだ。美術の授業の時は作品制 一
作に力を貸してくれ、体育の授業の 型型

: 時には芝くさんハイタッチをしだ。 t旦
： 言葉が通じなくても、仲良くなる｜こ f宅
~ ld:B守聞がかからなかっ定。韓国の高 ltl 
；校生と交流できたのは 臼半という は
i短い時間ではあったが、別れ際｜こは ~＂＂ 
~ ~＇互い｜こ涙を流すくらい仲良くなっ < ,., 

日本と韓国は歴史的な問題を抱え E』

ている。そのこともあって、韓国は近
くて遠い固とも言われている。私自
身乞、そんな韓国の高校生とうまく

交流できるか不安だつだ。
しわU、会回のようlこ実際！こ韓国の

高校生と交流してみると、通じ合う
部分があり、似通うところがあるよ
う巳感じだ。抱象的芯表現｜こ主主るが、
Jらは近くにあるような気がしだ。
若い世代の私たちだからかもしれ

芯いが、合回の交流では現在の日
韓関係を蓄えさぜられるよう怠こと
は芯かった。もちろん歴史上の問題を
芯いがしろ｜こはできないが、韓国lこ
対して誤解している部分もあると思
う。主ぎから、私だちの世代から、韓国
のことをもっと知るべき芝と思う。
そして、私たちの世代や、交流を通じ
て知り合つを韓国の高校生定ちが、
未来の日本と韓国を背負うような
存在lこ怠るとき｜こ、さき回の経験が小
さな懸け橋と芯り、未来の日韓ガ本

当の「近い国」｜こ主よるよう｜こ願いたい。
（伊藤未来・須坂高校1年）

． ・ ．・．・・ ・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ．．．．．．．．－ 

訪 問前Id:正直、韓国間って大丈
S』夫かなと不安がありましだが、

実際｜こ現地を訪れると学校の先生

や生徒、ホムステイ先の方が温か ＋ 

＜迎えてくれてうれしかった三し、少し ’：＇ 
ホッとしましだ。 ;_ 
初めての海外ホームステイ｜忍、 1)白2 胃
日の短い期間だつだのですが、仲良 2 
くなれましだ。 シ
1日目は真乾高校の授業を体験し、 ：~ョ

放課後は近くの公園で遊んだり、楽 玄
しんだりして交流が深まりましだ1 ~＇ 
その後、夕飯Id:、サムギヨプサルをホ 冨
ムステイ先の家族の方と一緒！こ食 思
べることができ、「食」lこついても勉 店

強！こなりましだ。ホームステイ先のお
母さんの漬けたキムチガ美味しくて
「マシツソヨ」（おいししりと言つだら、

とても喜んでくれたのでよかっ左で
す。

巳本｜こついても話しましだ。韓国語
がまだ下手だつだのでジ、エヌチャ

や英語を使って説明し芝ら理解して
くれ芝ので楽しく話ぜましだ。
2日目は、 緒｜こ登校して、クラスlこ

も連れて行ってもらい、あいさつをし
芝ら元気な声で返してくれだので良
力＼つだです。
最後はみん芯巴「力ムサハム二ダ」と
言って力、ら抱きしめてお別れしましだ。
このホムステイでのだくさ九の出
会いで、私は）jffiかさを感じることが
できましだ。とてもいい経験｜こなりま
しだ。

（佐藤佑弥・中野立志館高校2年）
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私 ｜忍、韓国訪問2日自のオ問

ン統展望台の見学｜こついて
書き芝い。
私は、含まで北朝鮮はとても遠い固
だと感していだ。それ｜こ、軍事的で閉
鎖的な、かつての日本のようぢ固と
しても、感じる部分があつだ。
「あれが北朝鮮ですよ！」とガイドの
万lこ言われたときは、本当巴自分の

目で見られるのかと、とてもびっくり
しだ。ま芝、こんな巳近かったんだ、と
悲しく芯つだ。
かつては北朝鮮と韓国は同じ国だっ
たの巴、舎で｜芸家族でさえも川を挟
んで話をすることや、行き来すること
が禁止されている。
韓国側から見る北朝鮮は、本当lこ

殺風景だと感じだ。山｜こ｜ま木がほと

んど無＜（エネルギーのだめや農地の
確保の芝めや、人が逃げ出さないよ
う｜こ監視するだめだ．という）、住宅も

数えるほどしか見当だらなかった。そ

の少ない住宅も、北朝鮮政府が展
望台を意識して造ったのか、人は住ん
でい芯いという。「北朝鮮が外から
の目を気Cしているなんて 」ととて

寸 も驚いだ。

...: 展望台の下の階｜こある展示室巴あっ
ウ た「ベル山の壁Jにも衝撃を受けだ。
サ 「芯ぜここ｜こっ」と思つだが、説明を

シ 聞いて納得し左。「ベルリンの壁」はド
続 イツのベルリンを東西区分断していだ

ものZさが、東西ドイツの統 でなく

属 芯つだ。つまり、展示室巴あつだ「ベル
望 リンの壁」｜こは、「いつか朝鮮半島も

台 壁が壊され、統一されますよう巳 」

"' という願いがこめられているのだ。
衝 オドウサン統一展望台の見学を通し
撃 て、韓国の人々の本当の思いをま日る

ことができだ気がする。これから、南
北ガ平和的lこ統 されることを願
い芝い。

（松原優華・長野高校1年）
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訪 韓研修5日田区真乾高校の訪

問と生徒の家でのホームステ
イがありまし左。学校訪問では実際 喧

｜こ2こまの授業を受けましだ3僕はサソ 語
力ーと美術の授業でしだ。どちらの ま
授業も英語で韓国の生徒とコミユ二 立
ケ シヨンをとりましだ。 ブ
日本｜こついての質問を多くされる よ

機会があり、自分の国や地域lこつい パ
てあまり分かっていないと感じましだ -_, 
心 。 let

ホームステイでId:、ホームステイ先の .....,,. 
家族が日本語を話ぜるので会話は 鼠
楽巴できましだ。お邪魔しだ家庭の 吉

生徒とは街中を散策し芝り、家でトラ 三
ンプをし左りして楽しい時間を過ごし 皿

ました三。家庭の温かさ、ぬくもりは万
国共通であるということが分かりま

しだ。
一方、今回の学校訪問やホムス

テイを通して、自分の英語力の低さ

も実感しまし定。
韓国の生徒だちはとても親切で、日
本の学生と何も変わりはありません。
僕Id:、日本と外国との間lこは言語の
墜しか存在しなく、その壁は自分だち
の努力次第で乗り越えることがで
きると思います。それだけ｜こなおさ
ら、英語などの語学を学ぶ必要があ
ると思います。
そして、百聞は一見lこ如かずです。
実際に行ってみれば、みなさんも韓
国の良さを実感できることでしよう。

（山口直樹・長野高校2年）
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J ・

． 

訪 韓研修のホームステイで、初め
I.Iて韓国の人々の暮らし巳触れ

だ私は、日本、特に長野とのギャップ
｜ことても驚いた。
韓国では兵役があり、街ヘ出てみ

れば迷彩服を着だ人がいたり高速
道路で軍の車とすれ違つだりといろ
いろ衝撃があっ左。ホームステイ中も、 文
兵隊だちが訓練をしている広場の横 化
を通つだりしだ。 の
ま芝、ホムステイ先の家族と近＜ 遣
のスパマケットヘ出かけた時 L¥
も興昧深かつだ。買い物用の力卜は を
100ウォンを入れて借りる方式定。窃 実
盗対策で、出入口には警備員が監 感
視していて、少し怖かつだ。
「プラスフン」という売り方｜志、商品

をつ買うともうつついてくると
いうものだ。私はつい釣られて、大
量lこ購入してしまった。
夕食はビビンパをごちそう巴ぢつだ
が、私には辛くて少し食べ巴くかつだ。

まだ、韓国ではトイレとシヤフールーム
が 緒1こ怠っていて、少し使いづら
かつだ。暖房器具は床暖房のみで、

長野県よりも寒いはずなの1ことても
暖かくて驚いだ。
そして、私が一番驚いだのは、朝ご
は九こまでキムチと辛い食べ物が出
てきだことだ。
韓国のみなさんとはさき回、お互い
lこ英語を使って、さきまでl之主主いくらい
lこ頭を働かせてみだが、うまく伝わら
主よいことも多かつだ。これから社会
！こ出る巳あだって大切芯要素が欠落

していることが分かつだ。
さきまでの私は人との会話が苦手芝つ
だが、会固の研修で仲間と話す機会
がi曽え、自分が成長できだと思う。
緒に韓国へ研修｜こ行つだ仲間、先

生、ツ？ のみ左よさん、そしてホスト家
族のみなさん。1週間本当Cありがと
うございましだ。

（那須遥・長野工業高校2年）
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1週間の韓国研修旅行で私は、日
本と韓国の2つの違いを見つけ、

そこからあら定めて日本の良さを実
感した。私たちが「当だり前」だと思っ
ていることが実はとてもありがたい
ことであると感じだ。
1つ目は交通lこついてだ。首都ソウ 当
ル芝つ定からかもしれないが、車がと 定
ても多＜、道路が片側4車線だつだ。 り
車間距離はとても狭＜、車線を挟ん 前
だ隣の車は今！こもぶつかりそう芝つ の
だこと！こ、私はとても驚いた。ガイドを お
してくださつだ韓国の方が「日本より り
運転が荒いので、必ずシトベルトを が
してくださしりと言ってい芝が、本当 定
｜こその通りであつだ。 さ
車間距離が狭いのに、隣の車線から
は車線変更をしようとする車が迫っ
てきたり、18［＇.何度ちクラクションを

聞いだり、何度ハラハラしだことだろ
っ。
2つ目｜忍トイレ。韓国のトイレの便座

は｜まま例外怠＜、ホテルのトイレでさ
え）令だかつだ。日本もすべてが）令た＜
芯いわけでは左よいが、大体は温かい
のでは主主いだろうか。それから、韓国

のトイしではトイレソトペ パ をその
まま流すことができないところが多
い。下水道が細＜詰まってしまうから
だそうだ。使つだトイレットペーパ を
設置してあるゴミ箱｜こ治てることlこ、
抵抗を感じだ。
日本C帰ってきて、道路を見て安心

し、トイレの便座があだだかいことに
感動しだ。このよう｜こ私が日本で当
だり前たさと思っていたことは、とても
ありがだいことで、必ずしも当だり
前なのではないこと区気が付いだ。
そう思うと、日本語が通じて意思疎

通ができることや会日の食べ物が
確実Cあること、すべてがありが芝
いことであると思つだ。

（田中陽子・長野西高校2年）

． 今．’・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．
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私 は韓国語を学ぶつもりで舎回 もし、私が迎える側｜こなったら私が 韓 国研修では、真乾高校同ソ ヨンスさんは3年前巴フィリピンから韓

の研修巴参加しまし芝が、その 受けだ以上のもて芯しをしだい芯と ヨンスさんの家！こホームステイ 国｜こ引っ越してき定と聞いだ。
ほかにも文化や企業、食などだくさ 思いましだ。 しだ。 自分が英語で「どうやって韓国語

んのことを学びました。 定く まだ企業訪問では、韓国で活躍する 学校から家lこ向力、う途中、自分とソ・ を勉強しだのつ」と尋ねると、ソ・ヨン
韓国巴行＜仲間と初めて会つだとき 日本人のお話を聞きましだ。みなさ ヨンスさんとその友達計6人で力ラオ 舛 スさんは英語で「韓国lこ来だ頃は、あ

は積極的Ctd:れず、鑓園へ行っても さAm んそれぞれ巨喜多を箆ち、世の担め人 ケ店lこ行き、2時間｜まど歌っ戸。彼ら 固 芯戸のようlこたどたどし＜韓国語を
コミュニケーションをとれないのでは のため巳働いていましだ。 Id:多＜の韓国の歌を歌ってくれ、とて 語 しゃべっていだが、使っていくうちlこ
主よいかと不安でした。しかし、みんな 今回の研修では、普段できない体 も上手だっ定。そして驚いたこと｜「い を事 自然と話せるようlこなったよ」と答え
と仲良くなるうち！こ自信がつき、韓 験をさせてもらいましだ。仲間だちと 韓国のカラオケ店！こは日本の曲が てくれた。それを潤いて、外国語を学
国の高校生との交流でも自分の語 会 出会えだのも奇跡であり、韓国で出 多くあり、自分の歌いだい曲が簡単 ばなければと思つだ。
学力を駆使してだくさん話が出来て L¥ 会え定人々との出会いも大切｜こして ｜こ見つけられだ。 B決i 」「の訪韓研修でさまざま芯場所を

良力、つだです。 の奇 いきたい。さら巴、出発前の研修会 ソ・ヨンスさんの家｜こ到着すると、寸 意 訪れ、韓国のことを全部では芯いか＼
韓国の高校生は、みんな元気で、温 でお世話巴なったみなさん｜こも感謝 ぐに夕飯のサムギヨプサルを食べた。 少しわカラ芝気がする。この研修をきっ
か＜私だちを迎えてくれましだ。 緒 蹄 しつつ、これからもいろんな人巴出 この料理は、サンチユ！こ肉や、キムチ、 かけ巴、将来の進路を決めていけだ
lこ街ヘ出かけたり、夕食を食べたり、 会っていきたい。 ごはん等々をくるんで食べる料理で らいい怠と思う。
お土産をだくさんもらったりして幸せ （倉井千奈・長野西高校2年） ある。とてもおいし力、った。 （岡村舞弥・長野高校2年）
怠ひと時を過ごすことができましだ。 夕食後、ソ・ヨンスさんと話した。ソ・

・．・ ．・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・ ・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・
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．・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・・．－－ ．  

韓 国では、真乾高校の生徒と交 古
流しました。高校｜こ到着すると、 古

生徒主三ちはとても｜こぎやかlこ私定ち 話
を迎えてくれましだ。彼らは私だちZ .... 
積極的lこ話しかけ、肩を組ん芝り、手 ず
をつ走よいで歩いだりと親しく接して つ
くれまし定。含まで想像していだ韓国 と
の人の性格とは大遣いでし定。 忘
日韓関係が悪いと言われています れ

が、それを全＜感じさぜないくらいの な
とてもいい印象を私だち巴与えて＜ L¥ 
れましだ。韓国巳はあまりいいイメー

ジガ主よかったのですが、さきはとても
妬き巴なり、いつかまだ訪れだいと
思いまし程。
舎では韓国の友達と毎日メルや
ビデオ通話をしたりして、お互いの国
の文化を教え合つだりしています。日
本人も韓国のおおらか芯ところをま
ねしだ方がいいと思います。
この交流が 番心！こ残っています。
これからもずっと忘れることはない
と思います！

（高山ケン卜・中野西高校2年）

．・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・．－.・ . ． 
韓 国へのホムステイで、韓国の

高校生の積極性巳駕かされ定。
今回、訪れだ真乾高校では想像以
上｜こだくさんの高校生と交流するこ
とができだ。それも韓国の高校生の
積極性のおかげだ。日本語で元気
よく「こんlこちはリと言われ、学校区

行＜前の「仲良＜主よれるかな」という
不安は消えてしまつだ。このよう巴不
安も消してしまうほどの元気さや積
極性巳感動しだ。
ホームステイ先の家族は「 生思い
出｜こ残る体験！こしてほしい」と優しく

迎え入れてくれた。ホームステイ先

で過ごしだ時聞は、決して色あぜる
ことのない大切な思い出と芯つ定。

人 合回参加しだ誰もが最初は、言葉も

聞 通じ芯いのに大丈夫かと緊張してい
の 左と思う。でも高校生やその家族の
高 積極性、元気、ま左その中｜こある優し
当 さ1こ触れることで、緊張でこわばっ
の てい芝顔も自然1こ和らいだと思う。
魅 こうした体験から、実際！こ交流してみ
力 怠ければわからない、人としての本
』 当の「魅力」というもの｜こ気づかされ

忌 た。僕自身も、そんな「魅力」ある人区
定よりたいと思った。

（渡遁康貴・篠ノ井高校 1年）
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